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東
ひがし

  ゆり 議長（富来中）

岡
おか

知
ち

花
はな

 議員
（富来中）

福
ふく

田
だ

彩
あや

葉
は

 議員
（志賀中）

よかったです。

　令和６年11月18日、町議会議場で「子ども
議会２０２４」が開催されました。
　志賀中と富来中の３年生18人が議員となって、
「震災後の復興に向けた町づくり」をテーマに、
復興に向けた意見や提案を行いました。
　本会議終了後には、町議会議員との懇談会を
行いました。

①泉　　圭翼（志）　②野澤　美咲（志）　
③岡　　知花（富）　④藤田　紗綾（志）　
⑤福田　彩葉（志）　⑥篠田　真琴（富）
⑦堀　　椋奈（志）　⑧テツヤ ディット プラタマ（富）
⑨南　　友理（志）　⑩田中　真依（志）　
⑪橋　苺々杏（富）　⑫稲垣　凪人（志）　
⑬野口　瑠菜（富）　⑭新田　樹里（志）
⑮寺井　美華（富）　⑯曽根　杏奈（志）
志…志賀中、富…富来中
※質問登壇順及び表紙写真（左上から）

石
いし

川
かわ

  蓮
れん

 議長（志賀中）

最高で
した。

16人の子ども議員16人の子どども議員

自
習
室
の
設
置
を

災
害
時
に

既
存
井
戸
の
使
用
を

岡
　

震
災
の
影
響
で
富
来
中
に
富
来

小
が
併
設
さ
れ
、
校
舎
に
空
き
教

室
が
な
い
。　

　

自
宅
も
被
災
し
、
集
中
し
て
勉

強
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
困
っ

て
い
る
生
徒
が
多
い
。

　

児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
に

励
む
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
富
来

活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
自
習
室
の
設

置
を
提
案
す
る
。

町
長富

来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
一
室

に
平
日
は
午
後
８
時
ま
で
、
土
日

祝
は
午
後
６
時
ま
で
利
用
で
き
る

自
習
室
を
設
置
す
る
。

　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
学
習
ラ
ウ

ン
ジ
の
、
平
日
の
利
用
時
間
を
午

後
８
時
ま
で
に
変
更
す
る
。　

福
田

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
水
道
が

使
え
ず
不
便
に
な
っ
た
。

　

震
災
時
に
使
用
で
き
る
既
存
井

戸
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
専
用

の
ア
プ
リ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
示
し
、

町
民
に
発
信
す
れ
ば
ど
う
か
。

町
長今

回
の
能
登
半
島
地
震
で
個
人
の

井
戸
や
集
落
の
共
同
井
戸
を
開
放
し
、

入
浴
や
洗
濯
、
ト
イ
レ
等
に
利
用

さ
れ
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

井
戸
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

災
害
時
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
井
戸
の
所
有
者
を
募
っ
て
、
１

地
区
あ
た
り
１
、２
か
所
程
度
確

保
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
。

　

防
災
ア
プ
リ
等
へ
の
掲
載
も
検

討
す
る
。　

志）

議長の大役を務めた生徒議長の大役をを務めた生徒
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子ども議員に子ども議議員に
聴きました！聴きまました！子ども議会を

子ども議議会を

体験した感想は？

体験したた感感想は？？

議員との懇談会議員との懇談会

　他の人の質問や回答を聞い
て、町の現状は復興を含め、
大変なことが多いと感じました。
　志賀町の議員さんにはいろいろ
がんばってほしいと感じました。

　時間が長く感じました。
これを毎回やっているのは
すごいと思いました。

　

議
員
と
の
懇
談
会
で
は
、「
議

員
に
な
る
と
き
に
ど
ん
な
町
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
か
」「
自
分

の
意
見
を
人
に
伝
え
た
い
と
き
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す

か
」
な
ど
、
議
員
が
緊
張
し
た
質

問
か
ら
、「
自
分
の
力
の
元
に
な
っ

た
『
座
右
の
銘
』
は
あ
り
ま
す
か
」

と
の
思
い
が
け
な
い
質
問
に
議
員

が
驚
く
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。　

子
ど
も
議
会
を

子
ど
も
議議
会
を

終
え
て
…

終
え
て
……

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
、
た

い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
　
　

　

私
た
ち
議
員
も
皆
さ
ん
の
質

問
か
ら
大
人
で
は
気
付
か
な
い

新
た
な
視
点
を
も
ら
う
事
が
で

き
、
初
心
を
思
い
出
す
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
に
は

今
日
の
体
験
を
も
と
に
、
明
日

の
志
賀
町
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

『
子
ど
も
議
会
２
０
２
４
』

は
「
し
か
チ
ャ
ン
」
で
、

次
の
日
時
に
放
送
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
放
送
日
時
】

令
和
７
年
２
月
１
日
〜
15
日

【
前
編
】
21
時
か
ら

【
後
編
】
22
時
か
ら

令
和
７
年
２
月
16
日
〜
28
日

【
前
編
】
11
時
か
ら

【
後
編
】
12
時
か
ら

11
ｃｈ

福田晃悦 議長
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12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
同
月
17
日
ま
で
の
15

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告
１
件
、
一
般
会
計
及
び
病

院
事
業
会
計
の
補
正
予
算
に
係
る
専
決
処
分
の
承
認
が
３

件
、
令
和
６
年
度
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定

及
び
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
の
議
案
15
件
、
人

権
擁
護
委
員
の
諮
問
が
２
件
、
議
会
議
案
の
２
件
を
審
議

し
ま
し
た
。（
※
議
決
結
果
は
ｐ
８
参
照
）　

令和6年度専決補正令和6年度専決補正をを承認承認
会　計　名 補 正 額 予 算 額

一　般　会　計 １６３５万円 ４４０億５７７９万円

病院事業会計

収益的収入 △２億３９６０万円 １４億９９１３万円
収益的支出 △６億６０００万円 １６億１４７０万円
資本的収入 ６億６０００万円 １０億８２２１万円
資本的支出 ６億６０００万円 １１億８８１９万円

　

稲
岡
町
長
は
、
今
定
例
会
で
提

出
し
た
予
算
案
の
中
の
災
害
公
営

住
宅
整
備
事
業
に
か
か
る
調
査
測

量
設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、「
予

算
決
算
常
任
委
員
会
で
質
疑
を
重

ね
た
が
、
さ
ら
に
慎
重
な
審
議
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
」と
判
断
し
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

を
撤
回
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
調
査
測
量
設
計
委
託

料
を
除
い
た
新
た
な
補
正
予
算

案
（
第
８
号
）
が
追
加
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

12 月

撤回理由を述べる稲岡町長

定例会

令和6年度補正令和6年度補正をを可決可決
会　計　名 補 正 額 予 算 額

一 般 会 計 １７億３７３２万円 ４５７億９５１１万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ４億２３３７万円 ２５億７２６１万円
介 護 保 険 １億６７８３万円 ３２億５４１２万円
診 療 所 事 業 １５３０万円 ２億　９１６万円

水　道
収益的収入 ４万円 ９億　７６７万円
収益的支出 １０９万円 ６億　３４９万円
資本的支出 ５３万円 １９億４７３９万円

下水道
収益的支出 ５９万円 １４億２１８９万円
資本的支出 ７６万円 ５６億８９３３万円

《一般会計　主な補正理由》

《一般会計　主な補正理由》

衆議院議員総選挙・最高裁判
所裁判官国民審査の実施に伴
う所要額を補正

（歳入）
・調定見込による町民税、固
定資産税の増額
・物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金の増額

（歳出）
・県復興基金を活用した事業
費の増額
・JA志賀が実施する共同利
用施設の災害復旧費に対す
る補助金の増額

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）を
撤
回

新
た
な
補
正
予
算
を
追
加
提
出

提案理由説明の
映像はコチラから →
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志志っっ賀賀りりチェック !チェック ! 委員会審査委員会審査

指
定
管
理
を
更
新

４
施
設
の
指
定
管
理
者
決
ま
る

い
ず
れ
も
現
行
の
指
定
管
理
者
が
継
続
へ

　
（
指
定
期
間
：
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
）

※指定管理制度とは・・・
スポーツ・レクリエーション施設や福祉施設、文化施設
など、住民の皆さんに直接利用していただく「公の施設」
の管理運営を広く民間の事業者や団体にも任せることがで
きる制度です。　

質
疑

随
意
指
定
し
た
理
由
に

あ
る
「
適
正
な
管
理
」
と
は
。

答
弁

効
率
的
な
管
理
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
こ
と

や
、
利
用
者
増
加
へ
の
工
夫
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
疑

年
に
一
度
は
議
会
に
経

過
報
告
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁

３
月
の
予
算
審
議
に
お

い
て
指
定
管
理
施
設
の
経
営
状

況
の
資
料
を
示
し
て
い
る
が
、

今
回
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま

え
、
基
本
協
定
の
締
結
時
に
も

資
料
を
示
す
よ
う
検
討
す
る
。

指
定
管
理
に
つ
い
て
聞
く

多様化する住民ニーズに、より効果的・効
率的に対応するために、民間事業者の有する
ノウハウを広く活用し、住民サービスの向上
や行政コストの節減が期待されています。

総
務
産
業
建
設
／
教
育
民
生

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

地域振興拠点施設
（アクアパーク　シ・オン）
指定管理者：
　シオンマネージメント 株式会社

能登リゾートエリア増穂浦
指定管理者：
　一般社団法人 志賀町観光協会

農産物直売所
（みちのえき旬菜館）
指定管理者：
　志賀農業協同組合

志賀の郷運動公園
指定管理者：
　株式会社 いこいの村能登半島
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特
別
・
企
業
会
計

質
疑調

査
費
用
が
計
上
さ
れ
る
建

設
候
補
地
は
浸
水
区
域
内
で
あ

る
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
候
補

地
は
ハ
ザ
ー
ド
的
に
問
題
が
な

い
場
所
を
示
す
べ
き
で
あ
り
、

町
民
が
安
心
し
て
住
め
る
場
所

を
精
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁町

は
現
時
点
で
ス
ピ
ー
ド
を

持
っ
て
先
行
着
手
で
き
る
町
有

地
を
候
補
地
と
し
、
調
査
費
を

上
程
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
候
補
地
は
、
国
の
直

轄
調
査
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
一

候
補
地
で
あ
り
、
建
物
の
構
造

に
よ
り
整
備
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
も
、
地
元
の
方
や
議
会

と
協
議
し
な
が
ら
候
補
地
の
選

定
を
進
め
る
。

質
疑イ

ノ
シ
シ
捕
獲
奨
励
金
が
増

額
と
あ
る
が
、
現
在
の
状
況
を

聞
く
。

答
弁年

々
増
加
し
て
い
る
。

　
　
３
年
度
：
２
１
５
頭

　
　
４
年
度
：
４
７
０
頭　

　
　
５
年
度
：
５
０
５
頭

　
　
６
年
度
：
４
７
８
頭

　
　
　
　
　
（
11
月
末
時
点
）

質
疑農

村
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
モ
デ
ル
事
業
の
内
容
を
聞
く
。

答
弁被

災
し
た
農
村
地
域
に
お
い

て
、
農
地
の
営
業
再
開
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
新
た
な
営
農
体
制

の
確
立
や
地
域
の
機
能
を
再
生

す
る
こ
と
な
ど
、
県
の
全
額
補

助
で
早
期
の
復
旧
を
目
的
と
し

た
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。

質
疑国

の
直
轄
調
査
と
は
何
か
。

答
弁国

土
交
通
省
が
志
賀
町
を
復

興
す
る
た
め
、
専
門
的
知
見
や

現
地
調
査
、
デ
ー
タ
解
析
に
よ

り
、
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
な
も
の

を
整
備
し
て
い
く
か
を
調
査
し
、

提
案
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

復
興
計
画
策
定
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

質
疑災

害
公
営
住
宅
整
備
事
業
予

算
の
内
訳
を
聞
く
。

答
弁測

量
調
査
委
託
料
で
、
地
質

調
査
・
用
地
測
量
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

測
量
の
結
果
に
よ
り
、
住
宅

の
構
造
を
検
討
す
る
調
査
費
で

あ
る
。

質
疑浄

化
槽
の
修
繕
補
助
の
期
間

は
い
つ
ま
で
か
。

答
弁本

補
助
事
業
は
災
害
復
旧
で

行
う
事
業
で
は
な
く
、
循
環
型

の
交
付
金
で
あ
り
、
町
は
国
に

単
年
度
ご
と
の
交
付
申
請
を
行

う
事
業
で
あ
る
。

　

申
請
が
低
調
で
あ
っ
た
た

め
、
今
年
度
は
１
月
末
ま
で
期

限
を
延
長
し
た
。

　

令
和
６
年
１
月
の
発
災
に

遡
っ
て
申
請
は
可
能
で
あ
り
、

次
年
度
も
補
助
額
を
計
上
し
て

い
く
。

一
般
会
計

質
疑公

費
解
体
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
減
収
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ
て
い
る

か
。答

弁公
費
解
体
お
よ
び
建
物
の
損

耗
な
ど
に
よ
り
１
億
円
か
ら
１

億
２
千
万
円
の
減
収
を
見
込
む
。

質
疑公

費
解
体
さ
れ
た
建
物
は
解

体
後
、
す
ぐ
に
課
税
さ
れ
な
く

な
る
の
か
。

答
弁公

費
解
体
担
当
課
か
ら
の
情

報
を
基
に
、
令
和
６
年
度
か
ら

減
免
す
る
。

公
費
解
体
に
よ
る

固
定
資
産
税
へ
の
影
響
は

災
害
公
営
住
宅

　

整
備
事
業
を
聞
く

イ
ノ
シ
シ
の

　

現
在
の
状
況
は

農
村
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
モ
デ
ル
と
は

個
人
管
理
の

　

浄
化
槽
補
助
は

当初予算・補正予算・
決算にかかる分野を
審査します。

予算決算
常任委員会

志志っっ賀賀りりチェック !チェック ! 委員会審査委員会審査
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議案に
対する討論

意見書

討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べて他の議員に賛同を求めるものです。　

意見書とは、地方公共団体の公益にかかわる事柄に関して、
　　国会または関係行政庁に提出する文書です。　

討論・採決の映像は
← コチラから

反
対

賛
成

議案第77号・78号・80号
　物価高騰に賃上げなどが追い付いておらず、町民の暮らしも一層
厳しさを増している。深刻な被災の中、議員・町特別職のボーナス
アップは町民の理解を得られるものではなく、据え置くべきとの考
えから、反対。

議案第80号
多方面にわたり、早急な対応が求められる案件が多く盛り込まれた

補正予算であり、１日も早い復旧復興はもとより、生活に苦しむ方々
への給付などが遅れることのないよう、速やかなる予算執行と行政が
停滞することがないよう願うとの考えから、賛成。

反対賛成

中谷 松助 議員

●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●

討論を行う中谷議員

　２件の意見書は全会一致で可決し、関係大臣、
衆参議長に送付されました。

災害公営住宅の建設等に対する更なる
支援を求める意見書

学校施設における防災対策への更なる
支援を求める意見書

提出議員：表谷 茂浩 提出議員：小林 克嘉

【意見書趣旨】
　自己再建困難者が多数となる被災地の現状を
踏まえ、災害公営住宅の建設等に対し、最大限
の措置を講じられるよう、強く要望する。

【意見書趣旨】
　学校施設の防災対策関連予算を継続的・安定
的に確保するとともに、学校施設環境改善交付
金について、交付対象の拡大や国の負担割合の
引上げを行うなど、学校施設の防災対策に対す
る支援の強化を図られるよう、強く要望する。

討論を行う林議員

林　 一夫 議員

ぎかいのひろば №77
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
５ 専決処分の報告（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定） 報告のみ

承認
33～ 35

専決処分の承認（令和６年度一般会計補正予算（第５号）～令和６年度町立富来病院
事業会計補正予算（第２号））… 4ページ参照

承認
賛11　反０

議案
65～ 69

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）～令和６年度下水道事業会計補
正予算（第４号）… 4ページ参照

可決
賛11　反０

議案
70

令和６年能登半島地震復興基金条例… 大きな被害を受けた町民の暮らしとコミュニティ、な
りわいの再建をはじめとする町の復旧・復興に要する経費に充てるため、復興基金を設置するにあた
り、新たに条例を制定。

可決
賛11　反０

議案
71

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例… 健康保険証廃止に伴い被保険者確認
を個人番号利用による特定個人情報にて確認するため、医療保険給付関係情報を新たに追加するため、
所要の改正。

可決
賛11　反０

議案
72

指定管理者の指定… 引き続き、５年間指定する。（指定期間：令和７年４月１日～令和12年3月31日）
地域振興拠点施設（アクアパーク シ・オン）：シオンマネージメト株式会社

可決
賛10　反０
※除斥１

議案
73
74
76

指定管理者の指定… 引き続き、５年間指定する。（指定期間：令和７年４月１日～令和12年3月31日）
　能登リゾートエリア増穂浦：一般社団法人志賀町観光協会
　農産物直売所（みちのえき 旬菜館）：志賀農業協同組合
　志賀の郷運動公園：株式会社いこいの村能登半島

可決
賛11　反０

議案
77

議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
… 人事院勧告に準じ、議会議員の期末手当について、所要の改正。

可決
賛10　反１

議案
78

常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例… 人事院勧告に準じ、
常勤の特別職の期末手当について、所要の改正。

可決
賛10　反１

議案
79

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例… 人事院勧告に準じ、一般職の
給与条例の一部を改正。

可決
賛11　反０

諮問
１・２

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるもの… 人権擁護委員の任期満了に伴う推
薦で、村田真紀子氏（高浜町・新任）、関口まゆみ氏（里本江・再任）の答申を求めるもの。

適任
賛11　反０

発議
４

災害公営住宅の建設等に対する更なる支援を求める意見書… ７ページ参照
　提出者：表谷茂浩 議員　　賛成者：櫻井俊一 議員、冨澤軒康 議員

可決
賛11　反０

発議
５

学校施設における防災対策への更なる支援を求める意見書… ７ページ参照
　提出者：小林克嘉 議員　　賛成者：櫻井俊一 議員、冨澤軒康 議員

可決
賛11　反０

議案
80 令和６年度一般会計補正予算（第８号）… ７ページ参照 可決

賛10　反１

月月1212 定定 例例 会会
議議決決 結結果果

※議長は採決に加わりません。

議案第80号採決の様子
賛成多数で可決した
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（13ページ）

１　復興に向けて本町の最大の課題対策とそのための戦略に対
する考えを問う

２　志賀高校存続の危機と人口減少・経済損失、教育格差の影
響を問う

３　志賀原子力発電所の防災体制で「逃げずに避難」の体制を
確立する考えを聞く

【一般質問とは】
　議員が町政一般について、報告や説明
を求め、質問することをいいます。
　１人あたりの持ち時間は答弁を含めて
概ね40分です。

（10ページ）

１　復興計画に対する住民からの意見聴取について
２　全国、世界に羽ばたく青少年への支援について
３　子育て支援、少子化対策の視点について

南　　正紀　議員

（12ページ）

１　マイナ保険証保持者にも「資格確認書」の送付を
２　本町奨学金制度の利用条件緩和を
３　あったか福祉灯油の復活を
４　とぎ地域福祉センター、ますほの湯の早期復旧を
５　生神トンネル内中央部を明るくされたい
６　国県、町道内センターライン等のはっきり化を
７　女性管理職の積極的登用を
８　志賀原子力発電所の廃炉を求めよ

中谷　松助　議員

（11ページ）

１　タウンミーティングの今後について
２　解体が進む地域の過疎化に対する対策について

小林　克嘉　議員

梢　　正美　議員

一般質問

５５氏がが登壇登壇
町政を問う！町政を問う！

一
般
質
問
を
終
え

て
の
議
員
の
感
想

で
す
。　

（14ページ）

１　今後の災害時の防災備蓄について
２　女性の今後の管理職登用について
３　文化遺産や町が所有する芸術作品の展示する場の構想は
４　原子力防災について

堂下　健一　議員

議
ひ員
との
こ
と

ぎかいのひろば №77
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一般質問

南　　正紀　議員

南
　

近
年
、
本
町
の
青
少
年
が

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
全
国
大
会

で
の
活
躍
や
世
界
大
会
へ
の
出

場
な
ど
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
会
出

場
に
対
す
る
助
成
制
度
が
本
町

に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
以
前
よ

り
導
入
を
提
唱
し
て
き
た
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
を
聞
く
。

　

ま
た
、
文
化
・
芸
能
・
芸
術

等
に
対
し
て
も
表
彰
制
度
の
制

定
、
助
成
制
度
の
導
入
を
求
め

る
。

教
育
長

現
在
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

世
界
大
会
に
出
場
し
た
場
合
は
、

現
状
の
交
通
費
補
助
を
拡
充
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

文
化
・
芸
能
・
芸
術
な
ど
の

分
野
に
つ
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

分
野
と
併
せ
て
拡
充
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

　

各
分
野
に
お
い
て
表
彰
規
程

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
枠

を
広
げ
る
な
ど
主
催
団
体
と
共

に
検
討
し
て
い
く
。　

南
　

今
回
の
震
災
復
興
計
画
は
、

決
定
し
た
も
の
で
は
な
く
広
く

意
見
を
求
め
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
も
の
と
再
三
説
明
を
受

け
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
ど
の

よ
う
な
意
見
聴
取
を
行
っ
た
の

か
。
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

は
、
ど
の
様
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

　

本
計
画
は
、
押
し
付
け
る
も

の
で
は
な
い
と
聞
く
が
、
住
民

か
ら
の
意
見
聴
取
も
都
度
迅
速

に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
現
状

と
今
後
の
見
通
し
・
計
画
を
聞

く
。

全国に羽ばたく青少年に支援を
拡充する方向で検討する

教育長

志
賀
町
復
興
計
画

住
民
か
ら
意
見
を
聴
取
せ
よ

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る

震
災
復
旧
復
興
創
生
室
長

　

強
調
し
た
い
文
言
を
言
い
忘

れ
た
。
原
稿
無
し
の
難
し
さ
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

南
　

子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策

に
は
親
世
代
の
目
線
だ
け
で
な

く
、本
町
で
育
つ
子
ど
も
達
が
、

何
を
求
め
、
将
来
は
何
を
望
む

の
か
を
把
握
し
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
聞

く
。

町
長

　
「
子
ど
も
議
会
」
を
継
続
し
、

こ
ど
も
・
若
者
が
、
今
、
何
を

求
め
、
将
来
は
何
を
望
む
の
か

を
適
時
聞
き
取
り
、
子
育
て
支

援
、
少
子
化
対
策
に
反
映
さ
せ

て
い
く
。

震
災
復
旧
復
興
創
生
室
長

　

復
興
計
画
策
定
時
に
は
、
避

難
所
避
難
者
、
各
種
団
体
関
係

者
、
住
民
の
方
々
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
計
画
の
最

終
段
階
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
と
し
て
、
ご
意
見
や
ご
提

言
を
い
た
だ
い
た
。

計
画
策
定
後
に
は
、区
長
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
オ
ー
プ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
ご
意
見

や
ご
提
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
意
見
等
を

可
能
な
限
り
復
興
施
策
や
事
業

に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
直
ち
に
対
応
で
き
る

も
の
か
ら
着
手
を
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
毎
年
、
適
時
、
意

見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
き
た

い
。

動画はコチラから

10

２回開催されたオープンミーティング

10ぎかいのひろば №77
令和７年１月30日発行



をを問う!問う!町政町政町政町政

小林　克嘉　議員

小
林　

　

地
震
の
影
響
で
住
居
が
解
体

さ
れ
地
域
で
空
き
地
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
後
、
住
人
が
減
少
し
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
失
わ

れ
、
併
せ
て
地
域
の
高
齢
化
・

過
疎
化
が
急
速
に
進
行
す
る
。

　

現
状
に
対
す
る
課
題
と
今
後

の
対
策
を
聞
く
。

震
災
復
旧
復
興
創
生
室
長

　

空
き
地
は
個
人
の
財
産
で
あ

り
、
町
で
は
打
つ
手
が
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。

　

就
業
の
場
と
住
環
境
、
避
難

拠
点
施
設
等
の
安
心
・
安
全
な

環
境
整
備
を
図
り
、
移
住
定
住

施
策
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
宅
地
需
要
を
喚
起
で
き

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
空
き
地
の
流

動
化
を
図
れ
る
と
考
え
る
。

地域の過疎化対策を求める
移住定住施策に力を入れる

震災復旧復興創生室長

町
長

　

今
後
は
地
震
を
は
じ
め
、
大
雨

や
台
風
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
見
直
し
後

に
は
、
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

町
と
地
域
が
連
携
し
た
運
営
に
取

り
組
む
。

　

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
多
く

が
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、

調
査
設
計
業
務
と
国
の
査
定
を
経

て
、
順
次
、
復
旧
工
事
を
実
施
し
、

環
境
を
整
え
な
が
ら
、
集
え
る
場

の
提
供
を
図
る
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お

り
、
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
意
見
等

は
町
の
事
業
計
画
や
予
算
で
反
映

し
て
い
く
。

小
林

　

先
般
開
催
さ
れ
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
「
今
の
災
害
に
対
す
る
対

策
と
今
後
に
取
り
組
む
避
難
計

画
」
と
「
人
が
集
え
る
場
所
の
整

備
」
へ
の
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。

　

両
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
の
公
開
や
復
興
計
画
へ
の

反
映
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
多
く
寄
せ
ら
れ
た

意
見
は
私
に
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
回
は
そ
の

内
容
を
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
声
を
反
映
し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
今
後
も
訴
え
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

町
民
か
ら
の

意
見
の
公
開
と
計
画
を
問
う

事
業
計
画
や
予
算
で
反
映
す
る
町
長

動画はコチラから

オープンミーティング
～みんなで語ろう。かえる、志賀町～

開催の結果はコチラから↓

ぎかいのひろば №77
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中
谷

　

国
は
今
ま
で
の
健
康
保
険
証

の
新
規
発
行
を
廃
止
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
を

一
体
化
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
で
資
格
確
認
が
出
来

ず
、ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
る
。

　

本
町
で
は
安
心
し
て
受
診
で

き
る
よ
う
、
マ
イ
ナ
保
険
証
保

持
者
全
員
に
保
険
証
の
代
わ
り

と
な
る
「
資
格
確
認
書
」
の
送

付
を
求
め
る
。

住
民
課
長

　
マ
イ
ナ
保
険
証
保
持
者
全
員

に
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
す

る
こ
と
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で

受
診
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が

申
請
し
た
場
合
や
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
、
令
和
７
年

７
月
末
ま
で
の
間
に
新
た
に
加

入
・
内
容
変
更
が
生
じ
た
場
合

な
ど
に
限
ら
れ
て
お
り
、一律
に

「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
町
で
は
国
の
制
度
に
基
づ

く
運
用
を
行
っ
て
お
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
保
持
者
全
員
に
「
資

格
確
認
書
」
を
送
付
す
る
考
え

は
な
い
。

中谷　松助　議員

マイナ保険証保持者にも
　「資格確認書」の送付を
保持者全員に送付する考えはない

住民課長

本
町
奨
学
金
制
度
の
利
用
条
件
緩
和
を

返
済
期
間
の
延
長
、

所
得
制
限
緩
和
を
検
討
す
る

教
育
長

一般質問

中
谷

　

日
本
の
高
等
教
育
は
、
高
す

ぎ
る
学
費
に
よ
り
家
族
に
も
甚

大
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。

　

本
町
独
自
の
給
付
制
奨
学
金

の
創
設
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

返
還
期
間
延
長
等
の
利
用
条
件

を
緩
和
し
た
、
奨
学
金
制
度
の

改
善
を
求
め
る
。

教
育
長

町
で
は
利
用
条
件
の
緩
和
を

行
い
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
し
か
、
学
校
を
通
じ
て
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

　

卒
業
後
１
年
以
内
に
町
内
に
就

労
し
、
借
り
た
期
間
と
同
じ
期

間
継
続
し
て
勤
め
た
場
合
に
は
、

残
り
の
最
大
半
額
の
返
済
を
免

除
す
る
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

町
の
奨
学
金
制
度
は
十
分
な
制
度

で
あ
る
。

　

本
町
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
の

創
設
は
考
え
て
い
な
い
が
、
返
済

期
間
の
延
長
や
所
得
制
限
の
緩
和

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

　

や
は
り
日
ご
ろ
の
足
運
び
が

大
事
で
す
ね
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

12

動画はコチラから

そ
の
他
の
質
問

中
谷

　

あ
っ
た
か
福
祉
灯
油
の
復

活
を
。

健
康
福
祉
課
長

　

灯
油
購
入
助
成
事
業
に
限

定
せ
ず
、
よ
り
効
果
的
な
施

策
を
実
施
す
る
。

中
谷

　

と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
す
ほ
の
湯
の
早
期
復
旧
を
。

健
康
福
祉
課
長

　

施
設
全
体
の
復
旧
工
事
完
了

は
３
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

中
谷

　

生
神
ト
ン
ネ
ル
内
中
央
部

を
明
る
く
さ
れ
た
い
。

ま
ち
整
備
課
長

　

管
理
者
で
あ
る
県
で
は
、

既
存
の
設
備
の
確
認
を
行
い
、

維
持
管
理
の
徹
底
に
努
め
る

と
の
回
答
で
あ
り
、
町
と
し

て
も
状
況
確
認
し
て
い
く
。

中
谷

　

国
県
、
町
道
内
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
等
の
は
っ
き
り
化
を
。

ま
ち
整
備
課
長

　

区
画
線
や
危
険
箇
所
は
、

補
修
を
行
い
、
国
県
道
の
場

合
は
、
管
理
者
で
あ
る
石
川

県
に
も
対
応
を
求
め
る
。

中
谷

　

女
性
管
理
職
の
積
極
的
登

用
を
。

町
長

　

意
欲
と
能
力
の
あ
る
管
理

職
の
登
用
に
向
け
て
積
極
的

に
進
め
る
。

中
谷

　

志
賀
原
子
力
発
電
所
の
廃

炉
を
求
め
よ
。

環
境
安
全
課
長

　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審

査
状
況
及
び
国
の
動
向
を
注

視
す
る
。

12ぎかいのひろば №77
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をを問う!問う!町政町政町政町政

梢　　正美　議員

梢
　

今
回
の
地
震
を
受
け
、
全
て

の
町
民
が
逃
げ
切
る
こ
と
は
不

可
能
と
い
う
不
安
が
大
き
く
、

「
逃
げ
ず
に
避
難
」
の
確
立
が

必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
、
住
民
の
命
を
守
る
た

め
に
、
原
発
災
害
時
の
屋
内
退

避
に
備
え
、
住
宅
の
耐
震
化
及

び
、
ヨ
ウ
素
剤
配
布
な
ど
の
体

制
を
ど
う
確
立
す
る
か
。　

環
境
安
全
課
長

　

町
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
住
民
は
屋
内
退

避
の
行
動
を
取
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
家
屋
の
倒
壊
が
大
規

模
な
場
合
、
屋
内
退
避
が
不
可

能
な
住
民
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

復
興
基
金
事
業
で
あ
る
「
住

宅
耐
震
化
促
進
事
業
」
等
も
活

用
し
な
が
ら
、
町
民
に
対
し
本

制
度
を
広
く
周
知
し
、
町
内
の

住
宅
の
耐
震
化
率
の
向
上
を
図

る
。

　

住
民
に
対
し
、
訓
練
や
研
修

を
通
じ
て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

効
果
も
周
知
し
な
が
ら
、
体
制

構
築
を
図
る
。

志
賀
高
校
の
存
続
に
尽
力
を

存
続
さ
せ
る
た
め
の
意
識
や

愛
着
を
も
つ
こ
と
が
重
要

町
長

「逃げずに避難」への体制確立を求める
防災計画に反映していく 環境安全課長

町
長志

賀
高
校
は
県
立
高
校
で
あ

り
、
町
は
補
助
金
な
ど
で
側
面

か
ら
の
支
援
は
で
き
る
が
、
運

営
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

町
民
各
位
が
町
内
唯
一
の
高

校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
意
識

や
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
地
元
の
高
校
に
進
学
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
く

ら
い
の
意
識
醸
成
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
、
最
終
的
に
高
校
の
存

続
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
志
賀
高
等
学
校
教
育
振

興
会
を
通
じ
て
学
校
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

梢
　

近
年
、
日
本
の
地
方
都
市
で

は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

深
刻
化
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

特
に
、
若
い
世
代
の
流
出
は

地
域
社
会
の
将
来
に
と
っ
て
深

刻
な
問
題
で
あ
り
、
高
校
の
魅

力
化
は
地
域
活
性
化
の
鍵
を
握

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
志

賀
高
校
の
戦
略
的
な
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
を
求
め
る
。

梢
復
興
に
向
け
た
今
後
の
検
討

要
素
と
流
れ
を
聞
く
。　

町
長

　
「
か
え
る
、
志
賀
町
」
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
復
興
の
将
来

像
と
方
針
を
定
め
、
復
興
計
画

に
14
の
施
策
、
そ
の
下
に
43
の

取
組
項
目
、
87
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

拓
く
学
校
づ
く
り
を
み
な

さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き

た
い
で
す
！

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

※
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
と
は

　

原
子
力
災
害
時
に
放
射

線
被
ば
く
に
よ
る
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

緊
急
防
護
措
置
を
行
う

区
域

動画はコチラから

ぎかいのひろば №77
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一般質問を問う!町政町政ををををををををををををを問問問問問問問問問問問問うううううううううううう!問うううううううううううう!問問問問問問問問問問うううううううううううう!!!!!!!!!!!をを問う!問う!町政町政町政町政 一般質問

堂下　健一　議員

堂
下

　

本
町
で
は
残
念
な
が
ら
女
性

の
課
長
職
登
用
が
未
だ
に
ゼ
ロ

の
状
況
で
あ
る
。

　

本
町
で
も
管
理
職
登
用
へ
向

け
て
の
環
境
づ
く
り
は
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
今
後
、
予
定

さ
れ
て
い
る
か
。　

町
長管

理
職
を
希
望
す
る
意
欲

と
能
力
の
あ
る
女
性
職
員
が

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
体
制

を
構
築
し
、
女
性
が
働
き
や
す

く
、
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

参
事
と
し
て
研
鑽
に
励
み
、

課
長
た
る
に
相
応
し
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、
部
下
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
で
、
年
齢
・
性
別
に
関

係
な
く
、
課
長
職
へ
と
登
用
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
登
用
は
要

件
次
第
で
あ
る
。　

堂
下

　

災
害
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。

最
悪
の
事
態
を
考
慮
し
、
ト
イ

レ
・
キ
ッ
チ
ン
・
ベ
ッ
ド
の
Ｔ
・

Ｋ
・
Ｂ
48
（
48
時
間
以
内
）
の

早
急
な
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
の
計
画
は
あ
る
か
。

課長職に女性の登用を　
年齢・性別に関係なく登用

町長

災
害
時
の

Ｔト
イ
レ
・
Ｋ
キ
ッ
チ
ン
・
Ｂベ
ッ
ド

48
計
画
の
早
期
策
定
を

避
難
所
で
の
生
活
環
境
向
上
に
努
め
る町

長

　

避
難
所
生
活
９
か
月
、
我
が

家
に
戻
っ
て
３
か
月
の
１
年
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

堂
下

　

文
化
遺
産
や
町
が
所
有
す
る

芸
術
作
品
を
展
示
す
る
場
が
必

要
と
思
う
が
、構
想
は
あ
る
か
。

教
育
長

　

今
後
、
文
化
財
等
の
活
用
方

法
も
含
め
事
業
を
推
進
し
て
い

く
。

堂
下

　

地
震
と
の
複
合
災
害
を
想
定

し
た
原
子
力
防
災
の
総
括
は

行
っ
て
い
る
か
。

環
境
安
全
課
長

　

今
後
の
防
災
体
制
の
実
効
性

を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、

国
や
県
に
対
し
、
避
難
計
画
に

関
す
る
指
針
の
見
直
し
な
ど
を

強
く
要
請
し
て
い
く
。

町
長

　

次
の
災
害
に
備
え
、
必
要
な

物
資
等
を
速
や
か
に
整
備
す
る

と
と
も
に
、
今
回
の
対
応
等
を

検
証
し
、
地
域
防
災
計
画
、
物

資
の
備
蓄
や
調
達
に
係
る
計
画

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
、

避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境
の

さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
る
。

　

復
興
計
画
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け

た
、
大
規
模
災
害
時
に
多
数
の

避
難
者
が
１
週
間
程
度
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
型
の
避
難
拠
点
施
設
の

整
備
を
進
め
、
ス
フ
ィ
ア
基
準

や
感
染
症
対
策
に
も
対
応
し
た

安
全
・
安
心
な
避
難
拠
点
施
設

の
確
保
に
よ
り
、
防
災
対
策
の

強
化
を
図
る
。 時

間
内

14

動画はコチラから

避難所でのトイレ環境の改善が必要
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全国原子力発電所全国原子力発電所
立地議会サミット立地議会サミット

石川県原子力避難訓練石川県原子力避難訓練

原子力発電と
立地自治体の在り方を考える

避難計画など課題対応を視察

　令和６年10月31日（木）、11月１日（金）に東京
都で、第14回全国原子力発電所立地議会サミット
が開催され、議員10名が参加しました。
　経済産業省大臣官房エネルギー・地域政策統括
調整官佐々木雅人氏による「エネルギー・原子力政
策について」の講演の後、５つの各分科会に分かれ、
テーマごとに議員同士の積極的な意見交換が行わ
れました。

　令和６年11月24日（日）、『志賀町で震度７の地
震が発生し、志賀原発２号機において原子炉が自
動停止するとともに外部電源が喪失、非常用の炉
心冷却装置による注水が不能となり全面緊急事態
となった』との想定で訓練が行われました。
　訓練は能登半島地震後初めての訓練で、志賀町
を中心に県や北陸電力など約130機関600人が参
加しましたが、被災者の負担を考慮し、地元住民
の参加はありませんでした。
　訓練では避難経路など、令和６年能登半島地震
で直面した課題への対応が確認されました。

議員活動報告

全国から300人を超える関係者が参加した　

５つの分科会では地域が抱える具体的な
課題について意見交換が行われた

《志賀オフサイトセンター》
非常時には本部運営拠点となる

放射線防護施設の代わりとなる、可搬型のエアテント

《航空機によるモニタリング》
上空から空間放射線量を測定する

サミット宣言　全文はコチラから →

　　　議員の視点
・他の市町村議員と意思統一できたことは非
常に良い点だった。　
・地域振興策に国が積極的に関与すべきと感
じた。
・毎回お決まりの行事感が強い。横並びでは
なく、積み重ねのサミットとしてほしい。

　　　議員の視点
・有事の際の弱点を感じる訓練であった。
　次年度以降に期待する。

✔

✔
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あなたあなたのの
聞かせてください！聞かせてください！声声

志賀町　志賀町　
復興計画復興計画

　復興計画の進捗状況や達成状況について、町
民への透明性を確保するために、毎年、進捗報
告を公表することを求めます。
　これにより、町民は復興の現状を理解し、信
頼を深めることができます。
また、計画の遅延や課題に対する
早期対応が可能になります。

　いろいろと理想は書いてありますが、今住民
が求めていることを最優先に取り組んでいただ
きたい。

　特に災害公営住宅は住民が安全で利便性の高
い場所を選んでください（住民は皆高齢で自宅
の再建は経済的に不可能なので）

　復興計画に目を通しました。
　復興に向けた基本理念の「かえる、志賀町」と
いう言葉がとても心に響きました。
　『帰る、返る、変える』まさしくその通りだと
思います。
　そのためには、不安や心配な気持ちが消え、
安心な気持ちで生活できる志賀町になってほし
いです。いまだに地震の揺れが起きるので、安
心できる避難場所として複合型の避難拠点施設
と防災公園の整備は重要だと思いました。
創造的復興リーディングプロジェクトとして

掲げてある８つの項目は実現させていってほし
いです。
　コミュニティとして集会所の修繕・建替え等
の支援と書かれていますが、それも一つの方法
だと思いますが、地区ごとの場所ではなく、普
段からいつでも利用でき、人が自由に集まれる
交流拠点の建物が中心部にあると
良いと思います。

　町側の説明では住民や地域の声をしっかり聴く
といっているが、実感としてはそうなっていない
気がする。
しっかりと結果がでるように事業を

行ってほしい。

　町では令和６年能登半島地震から１日も早く町の姿
を取り戻すため、本町の復興に向けた基本理念を「か
える、志賀町」と定め、「復興計画」を策定しました。
　この理念に基づき、復興の将来像や復興方針を定め、
復興に向けた取組が推進されます。
　今回は復興計画について、みなさんのご意見をお聞
きしました。かえる 志賀町かえる 志賀町

人人 がが 帰る帰る
 元 元 にに 返る返る
 町町 をを 変える変える

60 代 男性

60代 男性

男性

50代 女性

復興計画は
コチラから →
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　全体的に理想的すぎる感じがします。本当に実
現できるのか心配です。
　富来地域と志賀地域の格差がおおきくならない
ようにお願いします。

　町の計画では復興期が令和10年度までと長い
先までありますが、仮設住宅者、県内外に移住し
た住民が町内に戻ることが難しいと思います。
　又、仮設住宅に入ることとせずに、半壊以上の
方達が家のリフォームをして残ると判断した人が
多くなりました。
　しかし震災前１坪当たりの修繕工事が70万く
らいから100万円になり、今は130万円くらいと
いう現状で、リフォームもできない状況です。リ
フォームにかかった金額や、かかる金額等、支援
強化を考慮ください。

　地震が起きてからもう１年が経とうとしてい
ますが、被災した町並みを目にすると、何も変
わっていないのではないかと心が痛みます。
　復興計画では、復興に向けての方針を考えて
いるのを理解できました。
この計画が一日でも早く実現に

向かって進んで欲しいと思います。

　地域集会所は災害時の緊急一時避難所として
の役割を果たす重要な施設であり、地域コミュ
ニティの拠点としても不可欠です。
　しかし、地区によってはその維持管理が非常
に大きな負担となっているのが現実です。
地区集会所の維持管理にかかる費用に対し

て、少額の助成金を支給することができないか、
検討をお願いします。

　復興計画のメインのテーマである「かえる」。
発災後２次避難を含めかなりの被災者が旧富来
町から流出している現状をふまえ、町としては
今後どのような施策を発信して帰ってきてもら
うのか、早急に対応すべきである。
　災害公営住宅の場所をどこに決定するのか、
地域住民と早急に話し合うのが必要である。
　また、どのような住宅なのかも
示してほしい。

聞かせてください ! あなたの  声声

　町民の暮らしの再建について、公費解体は少し
ずつではあるが進んできたように思えます。解体
後の災害に強い住宅の整備と災害公営住宅の将来
的な見通しが住民側には見えていない様に思いま
す。これは何故なのか行政側からの解答を求めた
い。
　発災してから早１年が経過しようとしている今
日、プレハブ仮設住民は後１年しか生活できませ
ん。そういった事も含め、将来的な住環境の展望
を求めます。

70 代以上 男性

60代 男性

60代 男性

70 代以上 男性

男性

50代 女性
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２/25
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

３/４
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

３/14
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）
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議会へのご質問、「ぎかいのひろば」につ
いてのご感想・ご意見などありましたら、
ホームページの入力
フォームをご利用下
さい。　

編集後記編集後記

　能登半島地震から１年が経ちました。
　復旧・復興はまだ始まったばかりですが、皆様と
共に１日も早く「人が帰る・元に返る」志賀町にし
ていきたいと思っています。
　町民の皆様にとって、心穏やかな１年になります
よう、お祈り申し上げます。（表谷　茂浩）

。　

※本会議はケーブルテレビでも視聴できます。（生放送・録画放送）

令和6年11月19日、志賀小学校2年生が、
議場見学に訪れました。

い
ろ
ん
な
お
話
を
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か
せ
て
く
れ
て
、

あ
り
が
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う
ご
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い
ま
し
た
。

議
長
さ
ん
や
町
長
さ
ん
の

椅
子
に
座
ら
せ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ししかかままちちＬＩＦＥＬＩＦＥ
皆さんの皆さんの

お聞かせください！お聞かせください！

「しかまちＬＩＦＥ」のコーナーでは、皆さんから志賀町のことを
お聞きしたく、インタビューを受けていただく方を募集しています。　
皆さんの応募、お待ちしてます。
　　　　　　　　　　※申込方法は下のＱＲコードから。
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